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第
22
回
信
州
安
曇
野
明
科
「
あ
や

め
ま
つ
り
」
が
６
月
10
日
（
土
）
〜
30

日
（
金
）
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

�
あ
や
め
ま
つ
り
期
間
中
は
、
龍
門

渕
公
園
と
あ
や
め
公
園
に
県
下
随
一

の
1
5
0
種
５
万
株
の
あ
や
め
と
花

菖
蒲
が
、
残
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
を
背

に
し
て
一
斉
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
ま
た
、

17
日
（
土
）
・
18
日
（
日
）
に
は
、
龍

門
渕
公
園
多
目
的
広
場
を
中
心
に
み

ん
な
で
楽
し
め
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
催
し

17
日
（
土
）　

�
つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
オ
ー
ク
（
６
　
・

10
　
コ
ー
ス
）・
踊
り
ゃ
ん
せ
（
踊
り
の

イ
ベ
ン
ト
）・
に
じ
ま
す
カ
ッ
プ
（
カ
ヌ

ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
）
な
ど

▼
つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
オ
ー
ク
の
申
し
込
み

�
住
所
・
氏
名
・
参
加
人
数
を
記
入

　
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
申
込
先
　
〒
３
８
１
‐
８
５
８
５

�
Ｓ
Ｂ
Ｃ
つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
オ
ー
ク
係

�
Ｅ
メ
ー
ル
　e

isu
i@

sb
c
2

1
.c

o
.jp

・
問
い
合
わ
せ
　
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
営
業

　
推
進
部
つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
オ
ー
ク
係

�（
/
０
２
６
‐
２
５
９
‐
１
１
３
３
）

18
日
（
日
）

�
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
美
咲

　
ラ
イ
ブ
・
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
・
熱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
気
球
搭
乗
体
験
・
魚
の
つ
か
み
取

　
り
な
ど

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
な
ど
詳
細
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

　
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
明
科
総
合
支
所
産
業

　
観
光
課
商
工
観
光
係（
/
62
・
３
０
０
１
）

　
三
郷
の
室
山
ア
グ
リ
パ
ー
ク
が
こ

の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
楽
し

い
施
設
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■
施
設
の
ご
案
内

①
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
　
土
・
日
・
祝

　
日
の
み
営
業
（
大
人
３
０
０
円
、小
中

　
学
生
２
０
０
円
、未
就
学
児
は
無
料
）

②
リ
フ
ト
　
土
・
日
・
祝
日
の
み
営
業（
２

　
０
０
円
※
未
就
学
児
は
利
用
不
可
）

③
展
望
広
場
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

　
展
望
台
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
、
　

　
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
な
ど

④
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

　
月
曜
日
休
業
。
た
だ
し
、
こ
の
日

　
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
休
業
（
料

　
金
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
①
〜
③
は
、
公
園
管
理
棟
へ
、
④
は
、

　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
事
務
所
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
公
園
管
理
棟
（
/

　
77
・
７
７
２
２
）
　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

　
場
事
務
所
（
/
77
・
５
５
３
１
）

三
郷
の

室
山
ア
グ
リ
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
の

水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
安
全
と

お
い
し
さ
ご
く
り
　
水
道
水
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
水
の
大
切
さ
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
部
上
下
水
道

　
課
（
/
72
・
３
１
１
１
）

　
市
議
会
６
月
定
例
会
を
次
の
と
お

り
開
会
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
会
期
　
６
月
８
日（
木
）〜
22
日（
木
）

■
時
間
　
午
前
10
時
　
開
会

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
内
　
議
場

■
問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局
（
/

72
・
３
１
０
６
）

平
成
18
年
３
月
の
開
発
審
査
分

�（
承
認
日
　
平
成
18
年
４
月
13
日
）

■
!
あ
づ
み
野
開
発
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
７
２
２
９
‐
１
他
４
筆

・
開
発
面
積
　
５
、
２
４
７.

９
２
g

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅

16
区
画
の

　
　
　
　
立
地

■
!
松
川
石
産
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
５
８
０
８
‐
１
他
 

　
　
　
　
２
筆

・
開
発
面
積
　
１
０，
１
６
２．
０
０
g

・
目
的
　
資
材
置
場
（
石
材
置
場
）
　

　
　
　
　
の
立
地

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

　
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
、
子
ど
も

に
関
す
る
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
や
悩
み
ご
と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で

お
困
り
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
開
催
日
時
　

�
６
月
１
日(

木)

　
穂
高
会
館

�
　
　
２
日(

金)

　
豊
科
公
民
館

�
　
　
６
日(

火)

　
三
郷
公
民
館

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
各
会
場
共
通
）

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
地
方
法
務
局

　
松
本
支
局
（
/
32
・
２
５
７
１
）

　
市
で
は
「
あ
づ
み
族
」
に
か
か
わ

る
歴
史
的
な
背
景
か
ら
福
岡
市
東
区

と
青
少
年
の
相
互
訪
問
に
よ
る
交
流

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

福
岡
市
東
区
の
子
ど
も
た
ち
が
安
曇

野
を
訪
れ
、
交
流
を
深
め
ま
す
。
そ

こ
で
、
次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
日
程
　
８
月
１
日（
火
）〜
４
日（
金
）

　
　
　
　
（
３
泊
４
日
）

■
内
容
　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

　
公
園
・
穂
高
神
社
・
大
王
わ
さ
び
農
場
・

　
上
高
地
・
松
本
城
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・

　
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
な
ど
（
天
候
に
よ
る

　
変
更
あ
り
）

■
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る
小

　
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年
生

■
募
集
人
員
　
20
人
（
男
女
各
10
人
）

■
参
加
費
用
　
小
学
生
１
２
、０
０
０
円

�
　
　
　
　
　
中
学
生
１
８
、０
０
０
円

■
募
集
期
間
　

�
　
６
月
12
日
（
月
）
〜
27
日
（
火
）

■
申
込
方
法
　
各
総
合
支
所
地
域
支

　
援
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記

　
入
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電

　
話
で
の
申
込
不
可
）
応
募
者
多
数
の

　
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
各
総
合
支
所
地
域
支

　
援
課
総
務
係

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

募

集

農

業

助

成

官

公

庁

か

ら

お

知

ら

せ

やさしさの輪の中で 
　　　　　　　　 　人権擁護委員　大平義郎

�我が家のすぐ近くに有明高原寮がある。戦後

の混乱期、戦禍に打ちひしがれた子どもたちに

夢と希望を与えたラジオドラマ「鐘の鳴る丘」

のモデルといわれる。時は移り、トンガリ帽子

の時計台があった建物は今風の少年院に建て

替わり、当時の面影はもうないが、かつて地元

の人たちが抱いた愛着は、世代を超えて今も脈々

と受け継がれている。

�いつのころからか、地域との交流が盛んにな

り、運動会、音楽会、盆踊り、三九郎などの行事

には、大勢の人が集まって高原寮の先生や寮生

と一つの輪の中で楽しいひとときを過ごす。そ

れは集まった人たちにとって特別なことでは

なく、普通の町内の行事と変わりないようだ。

多くが幼いころからつらい体験を重ね、不幸に

も疎外感や不信感を身ににじませてきたよう

に思える寮生たち。社会に背を向け、非行に走り、

自らをも傷つけてしまった。しかし、先生の熱

心な指導と地域の人のやさしいまなざしや温

かいかかわりの中で、やがて自分の価値に気づ

き、自立への意志を固めるようになる。

　篤志面接委員として更生の手伝いをしてい

る私に、面接時、ある寮生が「行事の後、見送っ

た小学生から『お兄ちゃん、さようなら』と言わ

れたことが何よりもうれしかった」と話してく

れた。一人ひとりはかけがえのない存在。親から、

周りから認められ、大事にされた子どもは、き

っと他の子どもにもやさしく、大事にできる。「人

権尊重」の土壌は言葉でなく、やさしさの輪が

広がる中で生み出されるのではないだろうか。

人権コラム人権コラム

㌔

㌔

㌔

　
市
で
は
、
ご
み
の
出
し
方
、
分
別

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
や

相
談
な
ど
に
お
答
え
す
る
ご
み
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
を
５
月
か
ら
開
設
し
ま
し
た
。

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

�
０
１
２
０
‐
７
９
３
５
３
０

■
利
用
時
間
　

�
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

�（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
旧
豊
科
町
の
ご
み
専
用
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
は
６
月
末
に
て
閉
鎖
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
環
境
部
環
境
課

　
環
境
担
当
（
/
82
・
３
１
３
１
）

ご
み
専
用

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

６
／
１
〜
６
／
７
は
水
道
週
間

　
市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
き
れ

い
で
お
い
し
い
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、

適
切
な
水
質
管
理
や
配
水
施
設
の
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

�
し
か
し
、
安
全
で
豊
富
な
水
を
供

給
す
る
た
め
に
は
、
水
源
の
汚
染
防

止
お
よ
び
保
全
に
一
人
ひ
と
り
関
心


